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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,76 45,78 +0,02 45,73 +0,05

USD / BRL Spot BRL 2,2276 2,2300 +0,0024 2,2160 +0,0140

USD / JPY Spot JPY 101,94 102,07 +0,13 101,33 +0,74

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 55.203 54.638 -565 52.366 +2.272

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 137,7 139,8 +2,1 154,3 -14,5

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 12,12 -0,39

DI Future Jul15（金利先物） % 10,97 10,97 +0,00 11,38 -0,41

3 Months US Dollar Libor % 0,230 0,231 +0,001 0,228 +0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 311,7 312,9 +1,2 306,9 +6,0

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 6月19日

先週金曜日のドルレアルスポット相場はルセフ大統領優位の世論調査からレアル安となる展開でした。
朝方はルセフ大統領が選挙に関する世論調査でリードを保ったため前日比レアル安の２．２３台前半から
始まりました。米金利の上昇もドルを支え一時的に２．２４台前半での取引となりましたが、休日の狭間で
薄商いのなかドル買いは続かず午後には週末を控えてポジション調整からドルじり安となりました。
結局相場は２．２３近辺で引けています。

最近のドルレアル相場はレアル売り材料に反応しては戻される局面を繰り返しています。月初には介入
プログラム縮小への思惑から２．３手前までレアル売りとなったものの中銀が介入プログラム延長を決定した
ことで沈静化し、先週は米金利上昇の観測からドル買いとなりましたがＦＯＭＣの緩和継続への姿勢が確認
されたことで元の水準へドルは売り戻されました。いずれもブラジルのファンダメンタルズが冴えないなか、
レアル相場の均衡を保ってきた材料に懸念が生じたため市場が反応したものです。これらは介入や高金利
等の当局による施策によってレアルが支えられていることを示しており、未だにレアルが脆い面を持っている
ことを浮き彫りにしています。目先は今月末までに介入プログラム延長の詳細が発表されるため、その金額
や期間によって市場は当局の意向を読み取ることになると思われます。
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